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北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、北海道十勝地域公共交通計画推進協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年法律第59号）第６条第

１項の規定に基づき、地域公共交通計画の作成及び実施に関する協議を行うために設置する。 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

(１) 地域公共交通計画の作成及び変更に関する協議 

(２) 地域公共交通計画の事業の実施に関する協議 

(３) 前２号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事業 

 （協議会の委員） 

第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって組織する。 

２ 委員の報酬及び費用弁償に関する事項は、会長が別に定める。 

（協議会の役員） 

第５条 協議会に、次に掲げる役員を置く。 

(１) 会長  １名 

(２) 副会長 １名 

(３) 監事  ２名 

２ 会長は、北海道十勝総合振興局地域創生部長をもって充てる。 

３ 副会長及び監事は、会長が指名する委員をもって充てる。 

４ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、会長の職務を代理する。 

６ 監事は、協議会の出納を監査し、その結果を会長に報告しなければならない。 

７ 会長、副会長及び監事は、相互に兼ねることができない。 

（総会） 

第６条 総会は、委員をもって構成する。 

２ 総会は、会長が招集する。 

３ 総会は、次に掲げる事項を協議し、議決する。 

(１) 協議会の規約の制定及び改廃に関する事項 

(２) 地域公共交通計画の作成及び変更に関する事項 

(３) 事業の実施に関する事項 

(４) 予算の決定及び決算の承認に関する事項 

(５) 協議会の解散に関する事項 

(６) その他協議会の運営上必要と会長が認めた事項 

４ 総会の議長は、会長がこれに当たり、会長が欠席した場合にあっては、副会長がこれに当たる。 

５ 会長は、総会の開催の日時、場所及び総会に付議すべき案件をあらかじめ委員に通知しなければ

ならない。 

６ 総会は、委員の過半数の出席がなければ、開くことができない。 

７ 総会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

ただし、第３項第５号に掲げる事項にあっては、委員の総数の４分の３以上で決するものとする。 

８ 委員は、やむを得ない理由により総会に出席することができないときは、あらかじめ通知された

事項について、書面により議決権を行使し、又は当該委員の所属する団体の職員を代理人として議

決権を委任することができる。この場合において、当該委員は、総会に出席したものとみなす。 

（案） 
資料１－１ 



９ 総会は、原則として公開とする。ただし、総会において個人情報を取り扱う場合その他会議を公

開することにより総会の運営に支障が生ずると会長が認めるときは、全部又は一部を公開しないこ

ととすることができる。 

10 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を総会に出席させ、意見を聴取することがで

きる。 

11 第４項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他

やむを得ない事情により総会を招集することができないと会長が認めるときは、第３項各号に掲げ

る事項について書面により委員の意見を徴する方法により総会を行うことができる。この場合にお

いて、会長が指定する期日までに書面を提出した委員の２分の１（同項第５号に掲げる事項にあっ

ては、委員の総数の４分の３）以上が当該事項について同意したときは、当該同意をもって総会の

議決があったものとみなす。 

12 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（幹事会） 

第７条 協議会の円滑な運営を図るため、協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表に掲げる幹事をもって組織する。 

３ 協議会の会務を整理するため、幹事会に幹事長を置き、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政

策課長をもって充てる。 

４ 幹事会は、総会に提案する事項その他幹事長が必要と認めた事項を協議するものとする。 

５ 幹事長は、幹事会を招集する。 

６ 幹事長は、幹事会の開催の日時、場所及び幹事会で協議する事項をあらかじめ幹事に通知しなけ

ればならない。 

７ 幹事会の議事は、出席した幹事の過半数で決し、可否同数の場合は、幹事長の決するところによ

る。 

８ 幹事は、やむを得ない理由により幹事会に出席することができないときは、あらかじめ通知され

た事項について、書面により議決権を行使し、又は当該幹事の所属する団体の職員を代理人として

議決権を委任することができる。この場合において、当該幹事は、幹事会に出席したものとみなす。 

９ 幹事長は、必要があると認めるときは、幹事以外の者を幹事会に出席させ、意見を聴取すること

ができる。 

10 第５項から前項までの規定にかかわらず、感染症のまん延を防止するため必要があるときその他

やむを得ない事情により幹事会を招集することができないと幹事長が認めるときは、第４項に規定

する事項について書面により幹事の意見を徴する方法により幹事会を行うことができる。この場合

において、幹事長が指定する期日までに書面を提出した幹事の２分の１以上が当該事項について同

意したときは、当該同意をもって幹事会の議決があったものとみなす。 

11 幹事長は、幹事会の議決があった事項を速やかに協議会に報告しなければならない。 

12 前各項に定めるもののほか、幹事会の運営に関し必要な事項は、幹事長が別に定める。 

（分科会） 

第８条 第３条各号に掲げる事業について専門的な調査又は検討を行うため、必要に応じて協議会に

分科会を置くことができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、前２条の規定に準じて会長が別に定める。 

（協議結果の尊重義務） 

第９条 委員は、協議会において協議が調った事項については、その結果を尊重しなければならない。 

（守秘義務） 

第 10条 委員並びに第６条第10項の規定により総会に出席した者、第７条に規定する幹事会に出席

した者及び第８条に規定する分科会に出席した者は、個人情報その他協議会の運営上知り得た秘密

を他に漏らしてはならない。 



（事務局） 

第 11条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。 

２ 事務局は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課に置く。 

３ 事務局には、事務局長、事務局次長その他必要な職員を置く。 

４ 事務局長は、北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課長をもって充てる。 

５ 事務局は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 総会等の運営に関する業務 

(２) 協議会の経費の執行及び管理に関する業務 

(３) 文書の収受、発送、編さん及び保存に関する業務 

(４) 前３号に掲げるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項に関する業務 

６ 前各項に定めるもののほか、事務局の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（財務） 

第 12条 協議会の経費は、補助金、負担金、繰越金その他の収入をもって充てる。 

２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月31日までとする。 

３ 監事は、協議会の会計の監査を行ったときは、その結果を会長に報告しなければならない。 

４ 前３項に定めるもののほか、財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（協議会が解散した場合の措置） 

第 13条 協議会が解散した場合には、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切り、会長であった者

がこれを清算し、清算後は、その結果を委員であった者に対し通知するものとする。 

２ 協議会が解散する際に有する残余財産の処分は、解散を議決した総会の時に議決を経て、その取

扱いについて決定する。 

（剰余金等の処理） 

第 14条 協議会は、決算において、剰余金が生じた場合には、総会の議決を経て、これを処理しなけ

ればならない。 

２ 協議会は、決算において、欠損金が生ずる見込みとなった場合には、総会の議決を経て、これを

処理しなければならない。 

（事故の処理） 

第 15条 協議会は、第３条各号に掲げる事業に起因する事故が生じたときは、総会の議決を経て、こ

れを処理しなければならない。 

（委任） 

第 16条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

この規約は、令和４年６月７日から施行する。 

 

附 則 

この規約は、令和５年６月２７日から施行する。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

この規則は、令和７年６月 日から施行する。 

 

 



 別表（第４条、第７条関係）

協議会 幹事会

地域創生部長 会長

地域創生部地域政策課長 ○ 幹事長

帯広市 都市環境部都市建築室都市政策課長 ○ ○

音更町 企画財政部企画課長 ○ ○

士幌町 地域戦略課長 ○ ○

上士幌町 企画財政課長 ○ ○

鹿追町 企画課長 ○ ○

新得町 地域戦略室長 ○ ○

清水町 企画課長 ○ ○

芽室町 政策推進課長 ○ ○

中札内村 総務課長 ○ ○

更別村 企画政策課長 ○ ○

大樹町 企画商工課長 ○ ○

広尾町 企画課長 ○ ○

幕別町 住民生活部防災環境課長 ○ ○

池田町 企画財政課長 ○ ○

本別町 企画財政課長 ○ ○

足寄町 まちづくり推進課長 ○ ○

陸別町 総務課長 ○ ○

豊頃町 企画課長 ○ ○

浦幌町 まちづくり政策課長 ○ ○

十勝バス株式会社 運輸営業部長 ○ ○

北海道拓殖バス株式会社 業務部長 ○ ○

十勝地区バス協会 事務局 ○

十勝地区ハイヤー協会 専務理事 ○

北海道旅客鉄道株式会社釧路支社 次長（営業） ○

北海道開発局帯広開発建設部 道路計画課長 ○

北海道十勝総合振興局帯広建設管理部 事業室地域調整課長 ○

公安委員会
北海道釧路方面公安委員会

（北海道警察釧路方面本部）
交通課課長補佐（規制） ○

北海道運輸局 帯広運輸支局 首席運輸企画専門官 ○ ○

北海道開発局帯広開発建設部 地域連携課長 ○

北海道エアポート㈱帯広空港事業所 管理部長 ○

日本航空株式会社帯広支店 支店長 ○

株式会社ＡＩＲＤＯマーケティング本部営業部道東営業支店 支店長 ○

十勝観光連盟 事務局長 ○

帯広観光コンベンション協会 事務局長 ○

帯広商工会議所 産業振興部地域支援課長 ○

北海道十勝管内商工会連合会 事務局長 ○

十勝圏複合事務組合 事務局総務課長 ○

公共交通事業者等

道路管理者

その他

 【北海道十勝地域公共交通計画推進協議会　構成員】 

区分 組織名 職名等
構成員

地方公共団体

北海道十勝総合振興局



北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約 新旧対照表 

改 正 後 現   行 

 

 

 

 

 別表（第４条、第７条関係）

協議会 幹事会

地域創生部長 会長

地域創生部地域政策課長 ○ 幹事長

帯広市 都市環境部都市建築室都市政策課長 ○ ○

音更町 企画財政部企画課長 ○ ○

士幌町 地域戦略課長 ○ ○

上士幌町 企画財政課長 ○ ○

鹿追町 企画課長 ○ ○

新得町 地域戦略室長 ○ ○

清水町 企画課長 ○ ○

芽室町 政策推進課長 ○ ○

中札内村 総務課長 ○ ○

更別村 企画政策課長 ○ ○

大樹町 企画商工課長 ○ ○

広尾町 企画課長 ○ ○

幕別町 住民生活部防災環境課長 ○ ○

池田町 企画財政課長 ○ ○

本別町 企画財政課長 ○ ○

足寄町 総務課長 ○ ○

陸別町 総務課長 ○ ○

豊頃町 企画課長 ○ ○

浦幌町 まちづくり政策課長 ○ ○

十勝バス株式会社 事業本部長 ○ ○

北海道拓殖バス株式会社 業務部長 ○ ○

十勝地区バス協会 事務局 ○

十勝地区ハイヤー協会 専務理事 ○

北海道旅客鉄道株式会社釧路支社 次長（営業） ○

公共交通事業者等

 【北海道十勝地域公共交通計画推進協議会　構成員】 

区分 組織名 職名等
構成員

地方公共団体

北海道十勝総合振興局

資
料
１
－
２
 

別表（第４条、第７条関係）

協議会 幹事会

地域創生部長 会長

地域創生部地域政策課長 ○ 幹事長

帯広市 都市環境部都市建築室都市政策課長 ○ ○

音更町 企画財政部企画課長 ○ ○

士幌町 地域戦略課長 ○ ○

上士幌町 企画財政課長 ○ ○

鹿追町 企画課長 ○ ○

新得町 地域戦略室長 ○ ○

清水町 企画課長 ○ ○

芽室町 政策推進課長 ○ ○

中札内村 総務課長 ○ ○

更別村 企画政策課長 ○ ○

大樹町 企画商工課長 ○ ○

広尾町 企画課長 ○ ○

幕別町 住民生活部防災環境課長 ○ ○

池田町 企画財政課長 ○ ○

本別町 企画財政課長 ○ ○

足寄町 まちづくり推進課長 ○ ○

陸別町 総務課長 ○ ○

豊頃町 企画課長 ○ ○

浦幌町 まちづくり政策課長 ○ ○

十勝バス株式会社 運輸営業部長 ○ ○

北海道拓殖バス株式会社 業務部長 ○ ○

十勝地区バス協会 事務局 ○

十勝地区ハイヤー協会 専務理事 ○

北海道旅客鉄道株式会社釧路支社 次長（営業） ○

公共交通事業者等

 【北海道十勝地域公共交通計画推進協議会　構成員】 

区分 組織名 職名等
構成員

地方公共団体

北海道十勝総合振興局



北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約 新旧対照表 

北海道開発局帯広開発建設部 道路計画課長 ○

北海道十勝総合振興局帯広建設管理部 事業室地域調整課長 ○

公安委員会
北海道釧路方面公安委員会

（北海道警察釧路方面本部）
交通課課長補佐（規制） ○

北海道運輸局 帯広運輸支局 首席運輸企画専門官 ○ ○

北海道開発局帯広開発建設部 地域連携課長 ○

北海道エアポート㈱帯広空港事業所 管理部長 ○

日本航空株式会社帯広支店 支店長 ○

株式会社ＡＩＲＤＯマーケティング本部営業部道東営業支店 支店長 ○

十勝観光連盟 事務局長 ○

帯広観光コンベンション協会 事務局長 ○

帯広商工会議所 産業振興部地域支援課長 ○

北海道十勝管内商工会連合会 事務局長 ○

十勝圏複合事務組合 事務局総務課長 ○

道路管理者

その他

北海道開発局帯広開発建設部 道路計画課長 ○

北海道十勝総合振興局帯広建設管理部 事業室地域調整課長 ○

公安委員会
北海道釧路方面公安委員会

（北海道警察釧路方面本部）
交通課課長補佐（規制） ○

北海道運輸局 帯広運輸支局 首席運輸企画専門官 ○ ○

北海道開発局帯広開発建設部 地域連携課長 ○

北海道エアポート㈱帯広空港事業所 管理部長 ○

日本航空株式会社帯広支店 支店長 ○

株式会社ＡＩＲＤＯマーケティング本部営業部道東営業支店 支店長 ○

十勝観光連盟 事務局長 ○

帯広観光コンベンション協会 事務局長 ○

帯広商工会議所 産業振興部地域支援課長 ○

北海道十勝管内商工会連合会 事務局長 ○

十勝圏複合事務組合 事務局総務課長 ○

道路管理者

その他

改 正 後 現   行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

北海道十勝地域公共交通計画推進協議会 

令和６年度事業報告 

 

協議会の開催 

（１）第１回協議会（令和６年７月 11 日） 

＜議題＞ 

・令和５年度事業報告について 

・令和６年度事業計画（案）について 

・各分科会における検討状況の進捗状況について 

・十勝地域公共交通計画別紙（令和７年度地域間幹線系統確保維持地域計画）の作成 

・北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約の改正について 

 

（２）第２回協議会（令和７年１月 20 日）書面開催 

＜議題＞ 

・令和６年度十勝地域公共交通計画の進捗状況について 

 （令和６年度の取組実績及び令和７年度の取組予定） 

 

（３）第３回協議会（令和７年３月 18 日）書面開催 

＜議題＞ 

 ・北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約の改正について 

 ・北海道十勝地域公共交通計画推進協議会会計規程及び事務規定の策定について 
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北海道十勝地域公共交通計画推進協議会 

令和７年度事業計画（案） 

 

 

協議会の開催 

（１）第１回協議会（令和７年６月６日） 

＜議題＞ 

・令和６年度事業報告について 

・令和７年度事業計画（案）について 

・十勝地域公共交通計画の改正について  

・十勝地域公共交通計画別紙（令和８年度地域間幹線系統確保維持地域計画）の作成

について 

・十勝地域公共交通計画別紙（令和８年度地域内フィーダー系統確保維持地域計画）

の作成について 

・北海道十勝地域公共交通計画推進協議会規約の改正について 

  

（２）第２回協議会（令和６年 11 月～12 月予定） 

＜議題＞ 

・目標達成に向けた施策及び取組内容の実施状況について 
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（単位：円）

（負担金） 100,000 100,000   

0

（繰越金）

0

（雑入）

100,000

（単位：円）

100,000

（会議運営費） 100,000   

100,000

項　目 本　年　度　予　算　額 摘 要

負担金

道負担金

繰越金

歳 入 合 計

項　目 本　年　度　予　算　額 摘　　　　　　　　　　要

令和 ７年度

十勝地域公共交通計画推進協議会

収支予算（案）

歳　入

歳　出

諸収入

会議運営費

協議会開催費用

歳 出 合 計
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実施主体　○：関係市町村　□：十勝バス　■：拓殖バス　◎：国　●：道

基本方針 基本施策 事業内容 令和６年度の取組実績 令和７年度の取組予定

①利用実態の調査・分析
・公共交通計画策定における利用実態調査（○）
・バス車載の乗降センサーによる実績の集計（□）
・運賃箱データを用いた利用状況の分析（■）

・運賃箱の更新に伴う整理券からの乗降データ収集（□）
・運賃箱データを用いた利用状況の分析（■）

②移動サービスの最適化に向けた検
討、実施

・コミュニティバス等の運行の見直し（○）
・運賃箱データから取得した利用実績をもとにダイヤ改正を実施（■）

・コミュニティバス等の運行の見直し（○）
・持続可能なバス路線を検討し、ダイヤ改正を実施（□）
・運賃箱データから取得した利用実績をもとにダイヤ最適化等を検討（■）

③地域ニーズを踏まえた移動手段の調
査、研究

・コミュニティバス等における利用状況調査等の実施（○）
・住民からコミュニティバス等に関する意見・要望を募集（○）

・コミュニティバス等における利用状況調査等の実施（○）
・住民からコミュニティバス等に関する意見・要望を募集（○）

①運転手の業務や魅力の発信
・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■◎●）
・移住検討者向けの仕事紹介（バス運転手等）に関するパンフレットの作成（●）
・沿線高校でのキャリアデザインセミナーへの参加（■）

・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■◎●）
・移住検討者向けの仕事紹介（運転手）に関するイベント開催（●）

②人材確保の取組

・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■◎●）
・転職イベントや移住相談イベントへの参加（■）
・採用情報やイベント情報の発信（○）
・大型二種免許取得費用を負担・支援（□■）

・就職相談会、バス運転体験会等の実施（□■◎●）
・転職イベントへの参加（■）
・採用情報やイベント情報の発信（○）
・大型二種免許取得費用を負担・支援（□■）

①幹線交通、広域交通と生活圏交通の
連携強化

・幹線交通、広域交通との接続性を考慮した、コミュニティバス等のダイヤ見直し
（○■）

・幹線交通、広域交通との接続性を考慮した、コミュニティバス等のダイヤ見直し
（○■）

②交通結節点へのアクセス性向上
・アクセス性向上へ向けたバス路線の経路・ダイヤ検討（○■）
・道の駅おとふけへの路線バスの延伸を検討（■）
・バス時刻・現在地案内が表示されるデジタルサイネージの設置（□）

・アクセス性向上へ向けたバス路線の経路・ダイヤ検討（○■）
・バス路線の沿線にある商業施設等の施設内への待合スペース等設置に向けて、関係施
設との協議を実施（○）
・バス時刻・現在地案内が表示されるデジタルサイネージ設置場所の最適化（□）

①情報発信や支払い方法の高度化の検
討

・ＨＰ等による運行情報の発信（○□■）
・バス車内でのキャッシュレス決済の推進（□■）

・ＨＰ等による運行情報の発信（○□■）
・バス車内でのキャッシュレス決済の推進、実施（□■）
・スマホ定期券の全路線導入を検討（□）

②Wi-Fi等のデジタル設備の導入
・都市間バス（札幌線・旭川線）、空港連絡バスへフリーWi-Fiを設置（□）
・バス車内へのフリーWi-Fi、充電設備の導入の検討（■）

・都市間バス（札幌線・旭川線）、空港連絡バスへフリーWi-Fiを設置（□）
・バス車内へのフリーWi-Fi、充電設備の導入の検討（■）

③MaaSの継続的推進
・「トカチケ」のＰＲ実施（□■●）
・インターネット予約サイトでの乗車券販売（■）

・「トカチケ」の利用促進、商品見直し（□■）
・「トカチケ」のＰＲ実施（□■●）
・インターネット予約サイトでの乗車券販売（■）

①モビリティ・マネジメントの実施
・バスの乗り方教室等の実施（○□■●）
・モビリティ・マネジメントツール（小冊子）の作成・配布（○）

・バスの乗り方教室等の実施（○□■●）
・モビリティマネジメントツールの作成等（○）

②公共交通利用促進活動の実施

・高校生や高齢者等を対象とした運賃助成や割引の実施（○）
・免許返納者への助成等の実施（○□■）
・ノーカーデーの実施（○□●）
・イベントに参加し、利用促進のＰＲ活動を実施（○■）
・「トカチケ」のＰＲ実施（□■●）

・高校生や高齢者等を対象とした運賃助成や割引の実施（○）
・免許返納者への助成等の実施（○□）
・ノーカーデーの実施（○□●）
・イベントに参加し、利用促進のＰＲ活動を実施（○■）
・「トカチケ」の利用促進、商品の見直し（□■）
・「トカチケ」のＰＲ実施（□■●）

地域全体で取り
組む利用促進

５．利用促進活動の実施

協議会構成員による令和６年度取組実績及び令和７年度取組予定【概要版】

ネットワークの
持続性確保

１．公共交通の確保に向け
た検討・実施

２．バス・タクシー運転手
の確保

広域交通の利便
性の向上

３．乗継シームレス化によ
るサービスの利便性向上

４．デジタル技術活用によ
る利便性向上
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評価指標 R3基準値
(計画策定時)

R5実績値 R6実績値 R9目標値 達成状況 備考

A
住民等の広域交通の
利用者数

1,519千人 1,573千人 1,580千人 1,725千人 未達成

B
公的資金が投入され
ている公共交通事業
の収支率

36.9％ 38.2％ 37.7％ 41.9％ 未達成

C
公共交通への公的資
金投入額

700,486千円 730,684千円 803,166千円 700,486千円 未達成

北海道十勝地域公共交通計画の評価指標と実績値

資
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